
ま
し
た
。

　

弊
社
執
行
役
員
成
毛
か
ら
は
、
『
時
短
対
策 

～
携
帯
型
三
次
元
シ
ャ
ー
ム
計
測
機
の
ご
提
案

～
』
と
題
し
、
Ｐ
Ｖ
動
画
を
用
い
た
弊
社
開
発

の
最
新
機
器
を
紹
介
、
最
後
に
、
『
も
の
づ
く

り
助
成
金 

～
令
和
元
年
度
の
公
募
要
領
は
こ

こ
が
違
う
～
』
と
題
し
、
み
ち
て
ら
す
法
務
総

合
事
務
所
代
表
で
行
政
書
士
の
岩
﨑
良
子
氏
か

ら
は
、
経
済
産
業
省
に
よ
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
影
響
を
受
け
る

事
業
者
の
皆
様
へ
（
令
和
２
年
４
月
22
日
12
時

点
版
、
※
経
済
産
業
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
）
」
か
ら
、
皆
様
に
と
っ
て

よ
り
有
用
と
な
る
情
報
を
丁
寧
に
ご
解
説
頂
き

ま
し
た
。

ム
・
ア
ヘ
ゴ
・
ア
ク
エ
テ
ビ
の
母
国
ト
ー
ゴ
共

和
国
に
お
け
る
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
強
化
選

手
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
の
関
わ
り
や
弊
社
代

表
ら
と
の
マ
ヒ
ド
ン
大
学
（
タ
イ
）
訪
問
の
際

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
自
身
の
経
歴
や
社
会
的
活
動

の
紹
介
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る‶

 

今
と
こ
れ

か
ら
″
の
義
肢
装
具
士
の
課
題
と
解
決
、
義
肢

装
具
士
が
専
門
職
た
り
得
る
為
の
要
件
、
わ
が

国
の
社
会
保
障
制
度
と
の
関
わ
り
、
そ
の
他
具

体
的
な
制
度
の
課
題
や
改
善
点
、
産
学
連
携
は

じ
め
関
係
者
間
の
連
携
や
協
働
の
重
要
性
等
々
、

非
常
に
有
用
な
沢
山
の
洞
察
と
ご
提
言
を
頂
き

  

　

昨
秋
か
ら
今
春
に
か
け
て
長
ら

く
世
界
を
震
撼
さ
せ
た
コ
ロ
ナ
禍

の
余
波
が
い
ま
だ
冷
め
や
ら
ぬ
中
、

ま
ず
は
皆
様
に
は
心
よ
り
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

緊
急
事
態
宣
言
発
出
以
来
２
か

月
余
り
が
経
ち
、
今
後
向
か
う
べ

き
方
向
に
つ
い
て
、
否
応
な
く
考

え
を
巡
ら
さ
れ
た
方
も
少
な
く
な

令和２年 6 月

(1) ギシナビ News【001 号】

引
病
院
と
の
関
わ
り
方
等
、
積
極
的
な
意
見
交

換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

緊
急
事
態
宣
言
は
全
面
解
除
に
な
っ
た
も
の

の
、
い
ま
だ
第
二
波
発
生
の
懸
念
は
拭
え
ず
、

予
断
を
許
さ
な
い
状
況
が
続
く
中
、
国
連
が
提

唱
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
社
会
）
の
潮

流
が
象
徴
す
る
よ
う
に
、
世
界
は
ま
た
新
た
な

方
向
性
へ
の
模
索
を
始
め
て
い
ま
す
。

　
後
戻
り
出
来
な
い
〝
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
″
の

社
会
に
向
け
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
と
ロ
ー
カ
ル
が

縦
横
無
尽
に
交
差
し
、
人
び
と
が
よ
り
健
康
で

豊
か
な
社
会
へ
、
私
た
ち
が
社
会
に
貢
献
出
来

る
こ
と
を
真
摯
に
考
え
、
挑
戦
し
、
皆
様
と
共

に
明
る
い
未
来
を
創
造
い
た
し
ま
し
ょ
う
！

　

本
紙
が
そ
の
水
先
案
内
と
な
れ
ば
幸
甚
で
す
。

　

株
式
会
社
ド
リ
ー
ム
・
ジ
ー
ピ
ー　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

代
表　

荒
山
元
秀

い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
弊
社
で
は
長
年
の
パ
ー
ト

ナ
ー
で
あ
る
義
肢
装
具
業
界
の
皆
様
に
よ
り
有

用
な
情
報
と
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
ご
提
供
す
る

契
機
と
し
て
、
定
期
的
に
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー

を
企
画
開
催
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

第
１
回
目
に
は
人
間
総
合
科
学
大
学
の
阪
井

先
生
、
第
２
回
目
に
は
新
潟
医
療
福
祉
大
学
の

東
江
先
生
を
客
員
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、
日
々

現
場
で
研
鑽
を
積
む
義
肢
装
具
士
の
皆
様
か
ら

専
門
学
校
で
学
ぶ
現
役
学
生
ま
で
、
両
日
70
名

近
い
参
加
者
の
方
々
と
学
び
の
場
を
共
有
い
た

し
ま
し
た
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
参
加
自
体
が
初

め
て
と
い
う
方
も
多
く
お
ら
れ
た
も
の
の
、
奇

し
く
も
コ
ロ
ナ
禍
が
加
速
さ
せ
た
リ
モ
ー
ト

ワ
ー
ク
や
「
３
蜜
」
が
懸
念
さ
れ
る
中
で
の
取

ギシナビ
News

【001 号】

創刊のご挨拶

prosthetist and orthotist navigation news

　

４
月
25
日( 

土
）、
義
肢
装
具
士
の

皆
様
へ
向
け
て
の
第
１
回
オ
ン
ラ
イ

ン
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
弊
社
代
表
荒
山
に
よ
る

『‶
 

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
″
か
ら‶

Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ

タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
″
へ
』、

続
い
て
、
人
間
総
合
科
学
大
学 

保
健
医
療
学
部

か
ら
の
義
肢
装
具
士
の
役
割 

～
日
本
・

タ
イ
・
ト
ー
ゴ
と
の
関
わ
り
か
ら
～
』

と
題
し
て
、
弊
社
研
究
員
ア
ド
ゥ
ア
ヨ

リ
ハ
ビ

リ
テ
ー

シ
ョ
ン
学
科
義
肢

装
具
学
専
攻
主
任

で
教
授
の
坂
井
一

浩
氏
よ
り
、『
こ
れ

【 

第
１
回
セ
ミ
ナ
ー
報
告 

】

〝
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
″
を
見
据
え
た

デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
未
来

日本－アフリカ、医療の架け橋プロジェクト

Japan-Africa Medical Bridge Organization Project

JAMBO
ジ  ャ  ン  ボ

Project
プロジェクト

アドゥアヨム・アヘゴ・アクエテビ（弊社研究員）

【紹介】世界に向けた弊社のソリューション

◆使命　－サハラ以南のアフリカ諸国の学生や専門家への技術移転と、現地の切断者の

ために義肢装具を提供すること。

◆目標　－人びとが生活の質を向上させ、自立した生活を送るために必要な義肢装具を

提供すること。開発途上国支援の為の資金の創出、関係組織とのパートナーシップ。

◆どのような社会問題および環境問題に取り組もうとしているのか ?　なぜこの問題が

重要なのか ?　－世界中で義肢装具を必要としている人びとは、2050 年までに 20 億

人を超えると予測されていますが、実際には 10 人に 1 人しか行き渡っておらず、何ら

かの障害を抱えて暮らす 6 億 5,000 万人のうちの実に 80% が低資源国に住んでおり

、サハラ以南のアフリカ諸国では、障害者の人口は 7,800 万人を超えています。リハビ

リ施設と手ごろな価格の装具が不足している為、患者たちはそれを装着するのは困難だ

と感じています。例えばガーナでは、ケアを受けている障害者は人口のわずか 5% に過

ぎません。四肢喪失の主な原因は、外傷、病気あるいは先天性の変形によるもので、こ

れは彼らの長い人生において移動性の低下と偏見を残します。高品質の支援製品へのア

クセスなしには、彼らは、排除、依存、孤立、そして最終的には貧困のリスクが高まり、

それらはすべて家族、社会、国家にとって大きな社会的もしくは経済的コストを伴います。

◆これらの社会または環境問題に対するソリューション提案　－私たちは、アフリカの

切断者に向けて、3D プリンターによる義足モデルを開発し、現地のプラスチック材料

をリサイクルすることで手頃な価格の義肢装具を提供します。プラスチックごみを大規

模回収することにより、環境問題にも寄与します。アフリカ各国で新技術の拡充を行う

国際機関やＮＧＯ（非政府組織）と連携、遠隔地にもサテライトセンターを設置し、身

体に障害を抱える地域住民にサービスを提供します。サハラ以南の地元の技術者を養成

するために、義肢装具の新しいトレンドの技術移転を促進する専門家と選抜チームを結

成します。アフリカの多くの切断者により多くの義肢を提供することで、彼らは社会に

再統合され、独立する事が出来ます。私たちは、このシステムによって年間 1000 本の

義肢装具を提供し、2030 年までに、障害を抱えて生活する 100 万人以上の人びとに

義肢装具を製造することを目標にしています。

坂井 一浩 氏

←
原
文
は
こ
ち
ら
か
ら

【大阪本社】
〒 556-0004
大阪市浪速区日本橋西 1 丁目 3-19  南海日本橋ビル１F
TEL:06-4708-4877 ／ FAX:06-4708-4789
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至
便
で
、
お
取
り
引
き
先
病
院
訪
問
の
際
に

は
、
従
来
の
ト
リ
ッ
シ
ャ
ム
（
足
型
採
型
）
の

　「ものづくり補助金」とは、中小企業が経営革新のための設備投資等

に使える経費の 1/2 ～ 3/4 を最大 1,000 万円まで補助する事業です

（※ 3/4 の補助率は 3 次のみとの予測）。3 次締切…公募要領が発表

≪　3 次締切の場合のスケジュール　≫

⓪　事前準備・・・「G ビズ ID」の取得

①　5/22( 金 )12 時から・・・ 公募開始

②　6/10( 水 )17 時～ 8/3( 月 )17 時・・・申請受付

③　9 月末目途・・・採択結果

④　③の後 1 ヶ月程度・・・交付申請・交付決定

⑤　④の後 10 ヶ月以内・・・補助事業期間

　　　　　　　　　　         ・事業実施  ・中間検査  ・実績報告

⑥　⑤の後 1 ヶ月程度・・・確定検査 ( 交付額の確定 )

⑦　⑤の後 1 ヶ月程度・・・補助金の請求

⑧　⑤の後 1 ヶ月程度・・・補助金の支払い

⑨　毎年 4 月に依頼・・・知的財産権等報告、事業化状況報告

≪　締切の年間スケジュール　≫

・1 次締切　令和 2 年 3 月 31 日 ( 済 )

・2 次締切　令和 2 年 5 月 20 日 ( 済 )

・3 次締切　令和 2 年 8 月 3 日　現在

・4 次締切　令和 2 年 11 月頃

・5 次締切　令和 3 年 2 月頃

◎ものづくり補助事業公式 HP ＝ http://portal.monodukuri-hojo.jp/

2020 年実施「ものづくり補助金」のご案内

prosthetist and orthotist navigation news

１．客員講師による特別講義①

　　『自身の経験知から ～フィールド・バックヤード・セカンドキャリア～ 』

   　講師 : 森下 尚紀 氏（株式会社 MPandC 代表取締役社長）

２． 『“Ｗｉｔｈコロナ”不可逆の時代へ ～チャレンジ！＋新たな価値創造＝変化＝強さ～ 』

　　講師 : 荒山 元秀 ( 弊社代表）

３．『地域連携の実例：泉大津市「あしゆびプロジェクト」の紹介』

　　『Ｊａｍｂｏ（ジャンボ）プロジェクトについて　』

　　講師：アドゥアヨム・アヘゴ・アクエテビ（弊社研究員）

４．『三次元足型自動計測と Realfoot の導入事例について』

    ●実演「足の計測方法」と「インソール G　設計ソフト」

　　講師 : 成毛 喜男（弊社執行役員）

５．客員講師による特別講義②

　　『ものづくり助成金と IT 導入補助金 ～申請事例のご紹介～ 』

   　 講師 : 岩﨑 良子 氏（みちてらす法務総合事務所代表、行政書士）

６．質疑応答、その他（義肢装具業界の現場で可能な非対面業務について、

      身近なアイデアお聞かせください！）　

義肢装具士の皆様へ

【演 題】

第３回

『新たな価値創造へ、チャレンジ !　　　　　

その時、変化は強さになる！』

Zoom 利用による無料オンラインセミナー 【日 時】2020 年 6 月 20 日 ( 土 ) 

13：30 ～ 15：30

  ※お申込み期限：６月 1 ８日（木）

【お申込み・お問合せ】

「氏名（ふりがな）、貴社名、所属名・役職、

電話番号、メールアドレス」をご用意の上、

・FAX の場合は「06-4708-4879」まで、

または E-mail にてお申込み下さい。

セミナー当日、お伺いしたメールアドレスに

専用 URL を送信致しますので、そちらをク

リックして頂くことでご参加頂けます。

㈱ドリーム・ジーピー
TEL：06-4708-4877

FAX：06-4708-4879

E-mail：info@dreamgp.jp

主 

催

※
掲
載
を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
、
東
江
由
起
夫
氏
を

客
員
講
師
に
お
迎
え
し
て
の
「
第
２
回
義
肢
装
具
士
向

け
セ
ミ
ナ
ー
」
の
ご
報
告
は
、
都
合
に
よ
り
次
号
に
て

改
め
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

こ
の
度
、
弊
社
で
は
、
従
来

の
据
え
置
き
型
シ
ャ
ー
ム
計
測

機
の
他
に
、
新
た
に
「
携
帯
型

三
次
元
シ
ャ
ー
ム
計
測
機
」
を

開
発
い
た
し
ま
し
た
。

　

専
用
Ｐ
Ｃ
が
収
納
さ
れ
た

ボ
ッ
ク
ス
型
の
本
機
は
携
行

新型

携帯型
三次元シャーム計測機

【弊社開発製品

　　のご紹介】

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
と
切
削
の
み
と
な
り
ま
す
の

で
、
従
来
作
業
か
ら
の
大
幅
な
時
間
短
縮
お
よ

び
効
率
化
と
生
産
性
の
ア
ッ
プ
に
繋
が
り
ま

す
。
ま
た
、
石
膏
モ
デ
ル
の
ス
キ
ャ
ニ
ン
グ
や

イ
ン
ソ
ー
ル
デ
ー
タ
設
計
に
も
対
応
し
て
お
り

ま
す
。ご
興
味
を
持
た
れ
ま
し
た
事
業
所
様
は
、

是
非
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

採
取
だ
け
で
な

く
、
ス
キ
ャ
ニ

ン
グ
か
ら
設
計
、

デ
ー
タ
の
ア
ッ

プ
ロ
ー
ド
ま
で

も
が
可
能
と
な

り
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
事
務

所
で
の
作
業
は

当
該
デ
ー
タ
の

携帯型三次元シャーム計測機

従来型三次元シャーム計測機

CAD 設計画面

森下 尚紀 氏

岩﨑 良子 氏


